
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告】 

 

 

  【報告】 

   ・【CIEC 第 119 回研究会報告書】 

テーマ：学びの空間としてのラーニングコモンズ Ⅱ ～図書館の新たな役割とオープン・エデュケーション～ 

開催日：2019 年 6 月 29 日(土) 15:00-17:00 

会 場：札幌学院大学（〒069-8555 北海道江別市文京台 11 番地） 

共 催：オープンエデュケーション部会 

 

   ・【2019PC カンファレンス開催報告】   

テーマ：ひらめき ときめき はばたき 

開催日：2019 年 8 月 6日（火）7日（水）8日（木） 

会 場：甲南大学岡本キャンパス（〒658-0072 兵庫県神戸市東灘区岡本 8 丁目 9-1） 

   公式サイト：http://gakkai.univcoop.or.jp/pcc/2019/ 

 

 

【CIEC 第 119 回研究会】
【開催概要】 

テーマ：学びの空間としてのラーニングコモンズ Ⅱ  
～図書館の新たな役割とオープン・エデュケーション～ 

開催日： 2019 年 6 月 29 日(土) 15:00-17:00 

会場名：札幌学院大学（〒069-8555 北海道江別市文京

台 11 番地） 

共 催：オープンエデュケーション部会 

【プログラム】 

14:30-15:00 受付 

15:00-15:10 開会の挨拶 

15:10-15:40 

 開催趣旨説明 

 オープン・エデュケーション部会の取組／ラーニングコ

モンズの現状と課題（早稲田大学図書館の取組）  

 武沢護氏 （早稲田大学大学院/高等学院） 

15:40-16:10 

 【講演】中学高校におけるラーニングコモンズの情報環

境整備  

 横濱友一氏（東京・聖徳学園中学高等学校） 

16:10-16:40 

 【講演】北星学園大学ラーニングコモンズの取組みの現

状と今後の課題  

永井暁行氏 （北星学園大学） 

16:40-17:00 ディスカッョン 

17:00-閉会の挨拶 

 

【開催報告】 

 研究会冒頭，早稲田大学大学院／高等学院の武沢護氏よ

り，オープン・エデュケーション部会の取り組みとラーニ

ングコモンズの現状と課題について，開催趣旨説明を兼ね

た報告が行われた． 

新学習指導要領（高等学校学習指導要領解説 総合的な

探求の時間編）では，学校図書館について言及があり，学

校図書館の「学習センター」，「情報センター」としての機

能を充実させる，そしてそれに加えて，司書教諭，学校図

書館司書等による図書館利用の指導により，生徒が情報を

収集．選択，活用する能力を育成することができる，と記

されている． 

 

 
 

そこで，本研究会の目的を「教育観・学習観の変化から

学習環境の変化へ」と位置付けた．その中でも，ラーニン

グ・コモンズについて触れられた．複数の学生が集まり，

電子情報・印刷物も含めた多様な情報資源から情報を用い

て議論を進めていく学習スタイルを可能にする「場」を提

供するものであり，特に同氏が所属する早稲田大学中央図

書館内に 2019 年 4 月に完成したラーニングコモンズにつ

いての紹介がなされた． 

 

CIEC 
コンピュータ利用教育学会 

NewsLetter 
Sep.  2019 

No.72 

 

 



 

 

CIEC 

 

 ゾーニングの考え方が取り入れられており，Active 

Area，Quiet Area，Silent Area，Super Silent Area の

区画が存在する．人の出入りについては，談議ができる場

所のほうが人気があり，一定の支持を得ている一方で，「図

書館は静かに活動するべきなのではないのか？」といった

声も OB を中心に寄せられているようである．これは，「ラ

ーニング・コモンズ」という概念が広まっていないことに

起因すると同氏は述べた． 

 また，早稲田大学中央図書館の特徴として，キャンパス

構内が道路を挟んでいる形となっているが，講義棟とは道

路を挟んで反対側に位置しているため，たとえば長期休暇

や入試期間であっても在学生に対してロックアウトする

ことなく，学びの空間を提供することが可能となっている． 

 

 プログラムの 2つ目は，聖徳学園中学高等学校の横濱友

一氏より，学びの空間としてのラーニング・コモンズとい

うタイトルで，2017 年 4 月から運用開始されたラーニン

グ・コモンズを中心に，同校での "Learning without 

Limits"（制限のない教育）について講演をいただいた．

同校では，自由だからこそ育まれる，創造性や自主性を尊

重し，ラーニング・コモンズを用いて，生徒個々人がやり

たいことを最大限やれるような空間を提供している． 

 

 
 

たとえば，生徒がノートテイクを行うにしても，これま

でのように紙のノートを用いてノートを取る生徒もいれ

ば，iPad を活用したノートテイクを行っている生徒もい

る状態が実現している． 

 同校は，2019 年現在中学 1年生〜高校 2年生に BYOD 環

境として iPad，貸出用の端末として MacBook Pro を整備，

教員には One to One iPad を整備している．それらを活か

す学習プラットフォームに MetaMoji，G Suite for 

Education を利用できるようにしている．生徒に敢えて

（教材や資料を）与えるということはせずに，教員がプリ

ントを配布しないケースの存在や，ICT ツールの規制や強

要を行うことをすることをせずに，学びの空間を Web 上に

移行している旨が述べられた． 

 大人（先生）がスマートフォンやタブレット端末を利用

している事項を引き合いに，生徒への制限や規制の是非に

ついて定義がなされた．具体的には，大人がスマートフォ

ンやタブレット端末を利用している内容は，「SNS・ゲー

ム・動画閲覧・漫画・Web 閲覧」といった娯楽であり，決

して学びのツールではないため，そのようなツールが生徒

にとって学びのツールになることを考えることができな

いと述べた．実際，スライドに提示された写真を見ると，

生徒が堂々とスマートフォンを授業中に操作している様

子が映し出されたが，この様子こそが教員にとって抵抗の

ある姿だという．それは，自分たちが娯楽のために使って

いることに他ならず，そのような姿を教員が受け止めがた

い様子が伺えた． 

 

 
 

しかし，生徒に対して興味関心を引き出す課題を提示す

れば，ICT ツールを学びのツールとして活用することがで

きることを示した．そのため，教科「情報」については，

教員から知識や技能を単に与えるだけのものではなく，示

した基準点を乗り越えていってもらいたいと述べた． 

 大人が学びに活用したことがないツールであるがゆえ，

生徒の学習活動そのものをエビデンスとして示すことが

できないかと考え，同校では iOS デバイスの通信を監視で

きるMDM (Mobile Device Management) ツールであるCISCO

社の mobiconnect CSC を導入した．MDM を制限・管理す

るものではなく，安心・安全を維持するためのツールと位

置付けている．また，この mobiconnect CSC を利用するこ

とにより，例えば動画サイトである YouTube を授業利用す

る際に，関連・推薦動画のサムネイルを非表示にし，現在

視聴している動画から興味関心を別の方向に逃がすこと

無く学習コンテンツの視聴への集中を促すことが可能と

なる． 

 一方で，このツールを利用することで生徒が利用する

iPad のプライバシーへの危惧がある．このことについて

は，保護者が同意した上で，生徒の行動に対して保護者が

責任を負うこととなる，単に端末を生徒に与えるだけでは

リテラシーに繋がる指導はできないため，すべてを与える

のではなく，生徒自身が置かれた状況を考えるきっかけと

している． 

 最近では AI の利活用も視野に入れており，同校が導入

しているスタディサプリの学習ログを利用して，単元の流

れを単純な一方向のパス（ハシゴ型のカリキュラム）とし

て捉えるのではなく，クラスタリングを行い，それぞれの

単元に関連をグラフとして与えるようなカリキュラムの

構築にも取り組み始めている．生徒個々人の学習履歴をも

とに，ネットワーク化したカリキュラムの理解度を推定し，

成績向上を効率的に実現する最適なラーニングパスを構

築することで，個々に最適なカリキュラムを提供すること

ができると述べた． 

 ラーニング・コモンズの活用とは別に，対外的な広報で

課題も残っており，一見授業崩壊のように見える生徒の主

体性を尊重した学びの姿を同校近隣の住民が外から見た

際に，先入観から来るイメージに負けてしまうということ

であった． 

  

最後にプログラムの 3つ目として，北星学園大学の永井

暁行氏から北星学園大学ラーニングコモンズの取組みの

現状と今後の課題についての講演があった．同大学におい

ても，ラーニング・コモンズにおいて，ゾーニングをして
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おり，次のような区画を定めている． 

•Presentation and Seminar Area（完全に仕切りが可能；

セミナーも実施可） 

•Tutorial Support Area（3 ブース‘仕切あり，取り外し

も可能） 

•Relaxation and Collaboration Area（ソファ席；テーブ

ルに共有モニタもしくはホワイトボードあり） 

•Group Session Area（自由に机を動かすことが可能；予

約不要） 

•Creative Project Area（面積の広い机を設置，大人数で

のグループワーク可能；予約不要） 

•Print and Copy Area（いわゆるプリンタブース） 

 

 
 

同大学では，ラーニング・コモンズは「学生のための学

びの空間」として位置付けており，学習に関係のない，た

とえばサークル活動や雑談・（単なる）食事をする場とし

ての利用は認めていない．また，利用は同大学の学生に限

られ，教職員の利用も認めておらず，学生からの授業時間

外の指導や助言を養成された場合にのみ教職員でも利用

可能な場所となっている． 

 ラーニング・コモンズにおいては，食事の可否は度々議

論となることが多いが，同大学では全てのエリアにおいて

飲食を可能としている．これは長時間の学習に使える環境

を維持するためであると同氏は述べている．なお，飲食可

能なもの・不可能なものはきちんと線引きをしている． 

 運営スタッフについては専任教員 1，専任事務職員 1，

非常勤助手（事務職員）1，臨時職員 2 の計 5 名で運用し

ている．それぞれ役割を明確にしており，業務が煩雑にな

らないような工夫をしている． 

また，自主的な学びの支援をすることが，北星ピア・サ

ポーターを含めたラーニング・コモンズの運営スタッフに

求められており，授業等で不明な点や，学習する上で困っ

た点について，教員から個別に支援を受けられるような体

制を構築している．ただし，強制的な受講をさせることは

なく，また，受講回数等を授業の成績や指導の条件にする

ようなこともないようにしている．支援には，「統計能力

の向上（統計アワー）」「日本語ライティング」「数学の基

礎（ランチタイム数楽）」「プレゼン・トレニーニング」と

いった内容を用意している．さらに，汎用的なスキルの紹

介と体験を行えるような「学習セミナー」も実施しており，

大学生活やその後の社会生活で役立つスキルを紹介する

ような機会も設けている． 

学習相談の基本方針として，授業課題の解答等を教える

ことはせず，助言にとどめるようにしており，学生自身が

主体的に課題を解決してもらうように促している． その

ため，授業内容に踏み込む支援や専門的な内容については，

原則行っていない． 

同大学では，利用者数の測定を，人的資源の兼ね合いも

あり，定期的な時刻でスタッフが実施している．年を重ね

るごとに，日別平均利用者数や学習相談の件数は増えてい

るが，利用者の増加に伴い，支援範囲が多様になっている．

また正規授業による指導との線引きや専門的な支援を行

う人的資源不足，合理的な配慮を必要とする学生への対応

が課題となりつつある． 

人的資源の課題について，個別学習支援は，教員の自主

的な支援で成り立っており，現行スケジュールであるが故

にこの体制が維持できるものの，今後それが維持できるか

どうかは不透明な状態である．また，現行スタッフは心理

学の専門であるため，専門的な内容の支援となると，支援

内容に偏りが生じることも懸念材料となっている．そのた

め，他部署との連携や，学習支援に対する教職員の理解・

協力がこれから一層必要となると纏めた． 

講演後，会場大学である札幌学院大学のラーニング・コ

モンズのコンセプトについての話があり，質疑応答となっ

た．質疑応答では，大学生協との支援の関わり方について

の議論やラーニング・コモンズに配置するべきもの（設備）

についての議論が交わされた． 

 

 
（文責：尾崎拓郎，大阪教育大学情報処理センター） 

 

【2019PC カンファレンス開催報告】 
今年の PC カンファレンスは開催校である甲南大学の全

面的なご協力で開催されました。小中高教員，大学教職員，

大学生協職員，学生，企業や NPO など幅広い分野から 760

名の参加者で盛会のうちに終了いたしました。基調講演，

シンポジウム，セミナー，分科会報告などを通じて互いに

学び，交流を深めることができました。来年度以降の PC

カンファレンスの開催に向けて，さらに多くの方に参加し

ていただけるように益々魅力のあるものへと充実させて

いきます。 

 

開催テーマ：挑む ぶつかる 乗り越える 

開催日時：2019 年 8 月 6日（火）7日（水）8日（木） 

開催場所：甲南大学岡本キャンパス（〒658-0072 兵庫県

神戸市東灘区岡本 8丁目 9-1） 

公式サイト：http://gakkai.univcoop.or.jp/pcc/2019/ 

主催：一般社団法人 CIEC（コンピュータ利用教育学会）/

全国大学生活協同組合連合会     

後援：甲南大学,文部科学省,経済産業省近畿経済産業局,

兵庫県教育委員会,神戸市教育委員会,  

神戸新聞社，NHK 神戸放送局 

参加費：一般：5,000 円/学生・院生：1,500 円※税込 

※web 参加受付締切：7月 22 日（月）締め切り以降は当日

参加扱い同様 1000 円増とする。 
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※レセプション 5,000 円,イブニングセッション 500 円は

別途 

 

（1）参加登録者数：760 名  

（※2018 年：791 名/2017 年：慶應義塾大学 812 名/ 

2016 年：大阪大学 770 名/2015 年：富山大学 702 名/ 

2014 年：札幌学院大学 741 名） 

 

（2）各企画 

■8月 6日（火） 

【プレカンファレンス】9：30-11：30 

会場：iCommons Agora  

「プログラミング教育必修化のグランドデザイン  

－小学校から中高大へバトンをどう渡すか－」 

パネリスト 

渡辺登（株式会社 for Our Kids） 

尾池佳子（八王子市立松枝小学校主幹教諭） 

森棟隆一（白百合学園中学高等学校教諭） 

コーディネータ  

平田義隆（京都女子中学校・高等学校） 

【全体会・基調講演】12：00-13：50 

会場：甲友会館大ホール 

開会挨拶 篠田有史（実行委員長，甲南大学） 

開催校挨拶 長坂悦敬（甲南大学学長） 

主催者挨拶 若林靖永（京都大学，一般社団法人 CIEC 会

長理事） 

 

・基調講演 1 

「変動するスポーツ現場 －自分自身の経験をもとに－」 

伊東浩司（甲南大学スポーツ・健康科学教育センター教授） 

・基調講演 2 

「スポーツデータサイエンス －スポーツにおけるデータ

活用とその発展－」 

酒折文武（中央大学理工学部准教授） 

 

【教育・IT フェアインデキシング】14：00-15：30 

会場：甲友会館大ホール                      

70 社から「教育・IT フェア」展示の紹介があった。 

 

【シンポジウム 1】15：45-17：30 

会場：甲友会館大ホール  

「スポーツと教育とデータサイエンス」 

パネリスト 田中真介（京都大学国際高等教育院准教授） 

  伊東浩司（甲南大学スポーツ・健康科学教育

研究センター教授） 

 酒折文武（中央大学理工学部准教授） 

司会 若林靖永（京都大学経営管理大学院教授，CIEC

会長理事） 

 

【シンポジウム 2】15：45-17：30 

会場：5号館 511 

「学生の質の高い学びを支援する教育の近未来」 

パネリスト 遠藤仁美（Duke 大学 准教授） 

大鹿智基（早稲田大学商学部教授）  

千葉美保子（甲南大学共通教育センター講師） 

梅津春菜（甲南大学生活協同組合） 

司会    橘孝博（早稲田大学高等学院） 

【CIEC 団体会員発表セッション】15：45-17：30 

会場：5号館 1階カフェパンセ 

（1）株式会社ナレロー 

反転型基礎情報科目におけるコンピュータ適応型テスト

(CAT)活用の検討 

（2）株式会社ワークアカデミー 

「学び×出会い＝成長」－新しい学び空間「UMEDAI」のご

案内 

（3）日経 BP／日経 BP マーケティング 

IT リテラシー向上，資格取得等に役立つデジタル教材サ

ービス「日経パソコン Edu」のご紹介 

（4）iJapan 株式会社 

Turnitin Feedback Studio の活用事例 

（5）日本マイクロソフト株式会社 

Surface と Office 365 を組み合わせたこれからの学び 

 

【イブニングセッション：ワークショップ型】  

18：00-20：00  

（1）「フリーの数式処理ソフトによる数式の苦手な学生へ

の活用法検討」       

（2）「情報モラル・セキュリティをどう伝えるか－教材体

験ワークショップ」   

（3）「はじめての micro:bit プログラミング」  

（4）「クラウドサービスで展開する AGILE アクティブ・ラ

ーニングモデルによる PBL の学習環境（アンビアンス）」 

 

【イブニングセッション：交流型】18：00－20：00 

（1）「実務家教員ってなんだろう？」   

（2）「外国語学習に役立つ Web リソース・アプリを共有す

る」          

（3）「大学生協 PC 講座の課題を考える」                

（4）「大学生協の DECS アプリの次世代インターフェース

を皆さんの声で作ろう」                     

（5）「情報活用能力の向上のための学生への人的支援のあ

りかた－学生 ICT ヘルプデスクの活動を通して－」 

      

■8 月 7日（水） 

【教育・IT フェア】10：30-17：00 

会場：Agora West Union L  

72 社 81 ブースの展示がありました。 

http://gakkai.univcoop.or.jp/pcc/2019/pdf/itfair-bo

oth-guide.pdf 

 

【分科会】  

＜口頭発表＞ 

8 月 7日（水）9：00-11：55 15：30-17：25 

8 月 8 日（木）9：00-11：25 

＜ポスター発表＞ 

8 月 7日（水）14：00-15：00（発表者立ち会い時間）  

口頭発表：81 本/ポスター発表 30 本 

http://gakkai.univcoop.or.jp/pcc/2019/papers/index.

html 

 

2019PC カンファレンス論文賞 

＜最優秀論文賞＞ 

「加害者体験から個人情報の扱いを考える―生徒の意識

を変える情報モラル教材の開発―」  



 

 

CIEC 

 

田中遼（帝京大学）/大石智広（神奈川県立生田東高等学

校）/福島健介（帝京大学） 

＜優秀論文賞＞  

「GPS機能と BC機能を活用した OC見学サポートシステム

の開発と実証実験」 

久保洸貴（甲南大学）/中北敦史（甲南大学）/住友千将（甲

南大学）/岳五一（甲南大学） 

 

＜学生論文賞＞  

「プログラム動作の可視化によるプログラムの動作確認

支援」  

杉本優太（三重大学大学院）/伊藤福晃（三重大学大学院）

/北英彦（三重大学大学院）/高瀬治彦（三重大学大学院） 

 

【レセプション】18：00-19：45 

会場：iCommons Hirao Dining Hall South 

 参加者のみなさまを歓迎する立食パーティで交流を深

めることができました。 

 

■8 月 8日（木） 

【セミナー1】12：00-13：30 

会場：1号館 3階 131 教室 

「CIEC 会誌『コンピュータ＆エデュケーション』に採択

されるために－新しい投稿カテゴリーが期待するもの－」 

パネリスト 横川博一（神戸大学） 

武沢護（早稲田大学大学院・高等学院） 

村上正行（大阪大学） 

寺尾敦（青山学院大学） 

 

【セミナー2】12：00-13：30/13：45-15：15 

会場：１号館 4階 141 教室 

「電子コンテンツを活用してさらに大学生の学びを有意

義にするには－『リーディングスキル講座』模擬講座と実

践事例から－」 

『リーディングスキル講座』講師  

神谷正孝（株式会社イークレスト） 

パネリスト 宮坂悠平（新潟大学生活協同組合）  

 

【セミナー3】12：00-13：30 

 会場：1号館 3階 133 教室 

「2020 年大学入試制度改革に向けた教育とは」  

パネリスト 内村浩（元高大接続改革 WG 委員）  

司会    興治文子（東京理科大学） 

 

【セミナー4】  時間：13：45-15：15 

会場：1号館 3階 132 教室 

「学びの新たな空間－ラーニングコモンズの設計と運営

－」 

パネリスト 尾崎拓郎（大阪教育大学） 

庭井史絵（青山学院大学） 

横濱友一（聖徳学園中学高等学校） 

コーディネータ 武沢護（早稲田大学大学院/高等学院） 


